
観衆 者

晴 強 芝 良好 主審 副審

曇 風 弱 不良

雨 無 土 泥沼

2 1

（ ） 0 0 （ ）

先 先

○ × ○ ×

学 背 背 学

選 手 名 番 番 選 手 名

年 号 号 年

分 2 1 GK GK 1 3 分

分 3 3 DF DF 2 3 1 分

分 3 4 DF DF 4 3 分

分 1 2 3 7 DF DF 5 3 61 分

分 3 13 DF DF 15 3 分

分 3 5 MF MF 7 3 1 分

60 分 3 6 MF MF 8 2 1 49 分

分 3 8 MF MF 9 3 分

分 2 2 9 MF MF 13 3 1 分

分 3 10 FW MF 14 2 2 49 分

分 ** 2 3 11 FW FW 10 3 5 * 1 分

番 分 3 12 GK GK 12 3 分 番

番 分 3 2 DF DF 3 2 分 番

番 分 3 15 DF MF 6 2 分 番

6 番 分 2 16 MF MF 11 3 1 分 8 番

番 分 1 14 FW FW 16 1 1 分 5 番

番 分 2 17 FW FW 17 3 分 14 番

小計 合計 合計 小計

延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前 延後

4 6 Ｇ Ｋ 1 4

1 2 Ｃ Ｋ 0 4

8 6 直接 ＦＫ 6 7

0 1 間接 ＦＫ 2 1

0 0 Ｐ Ｋ 0 0

8 分 10 分

29 分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

（ ） （ ）

　　平成１７年度　全国高等学校総合体育大会　サッカー競技

大
会
名

平成１７年度 競技 ７０分

PK戦

　　　　　　　　　　　　　サッカー競技 15:00 キックオフ 300人

記 福島　明

全国高等学校総合体育大会 第1日 １回戦 平 成 17 年 8 月 2 日 (火) 時間 録 秋葉　政彦

高梨　友敬

会
場

天
候

状
態

審
判

第４の審判員

八 幡 公 園 八 幡 球 技 場 宮 島 一 代 田 中 岳 郎 野 田 庸 一

矢 崎 幸 一

【チーム名】 kick off

2

前半

1

【チーム名】 kick off

青 森 山 田 高等学校 青 森 後半 四 日 市 中 央 工 高等学校 三 重

延前

背番号 延後 背番号

ＰＫ戦

シュート（得点者は＊印） シュート（得点者は＊印）

交代

延後 延前 後半 前半
位置

前半 後半 延前 延後
交代

時間 時間

大久保隆一郎 杉山　準輝

澤本　将弘 西井　　光

鈴木　琢朗 中川　裕平

百目木雅臣 福田　晃司

高橋　良信 小野　雄大

櫛引　祐輔 池田　知也

馬見塚　光 上村　　亮

松本　　怜 高原　　慎

ﾍﾞﾛｶﾙ･ﾌﾗﾝｸ 東　　亮次

小澤　竜己 隅内　勝起

交代 伊東　　俊 坂井　将吾 交代

選手 交　　　代　　　要　　　員 選手

松原　直毅 水谷　允俊

川邊　裕紀 片岡　孝太

木村　　翔 松下　　翔

板倉　大智 林　　崇弘

佐々木絢也 畠山　祐輔

川西　翔太 儀賀　誠弥

0 0 1 6 7 シュート数 14 9 5 0 0

警告（Ｃ）・退場（Ｓ）など

６９分　⑨　Ｃ　反スポーツ 10 5 ５１分　⑪　Ｃ　ラフプレー

警告（Ｃ）・退場（Ｓ）など 合計 チーム合計 合計

3 4

14 13

1 3

0 0

アシスト 得　　点　　経　　過時間 得点者 アシスト 得　　点　　経　　過

（右）⑧～→（中央）⑪Ｓ 坂井　

時間 得点者

隅内 （中央）⑭～→⑩～Ｓ

伊東 ベロカル・小澤 （中央）⑨→（左）⑩～→（中央）⑪Ｓ

伊東 松本

　

　

　《略号例》　    ～ : ドリブル 　　→: ゴロのパス　　　  ∩: 浮球のパス　 　Ｈ: ヘディング     ＨＳ:ヘディングシュート　　　×: 混戦　　　　　　Ｓ:シュート

　               オウンゴール      こぼれ球　 　直接ＦＫ　 　間接ＦＫ　 　ＧＫ　 　右・左ＣＫ　 　スローイン      バー返り　　　ポスト返り　　　

戦評者氏名 山 口 和 夫 勤務先又は所属 千 葉 県 立 薬 園 台 高 校

　１回戦から実力校同士の対戦となった青森山田対四日市中央工の戦い。お互いに４－４－２のシステム。前半、両チームとも早いパスワークの
展開となった。開始８分青森山田が先制し、その直後、四日市中央工が追いついた。その後は、一進一退が続いたが２９分に青森山田が得点し
た。青森山田はピッチを広く横に展開しゴールを目指す。四日市中央工はボールを奪ってからの相手ＤＦ前でのパスワークが早く積極的に仕掛け
てゴールを狙っていた。青森山田は四日市中央工のＤＦとＭＦの間でのパスワークや鋭いドリブルの切れ込みによって得点を重ねていった。後
半、四日市中央工が長い時間ボールを支配するが青森山田のセンターバックを中心とした固い守備の前に得点をすることができなかった。青森山
田はロングパスを多用する展開に変えてゲームを進めた。暑い中の対戦となった両チームの健闘を讃えたい。


